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習志野市屋敷4-6-6 東部保健福祉センター内
TEL493-8011　FAX493-8040

URL:http://www.sjc.ne.jp/narashino/　E-mail:narashino@sjc.ne.jp

公益社団法人 習志野市シルバー人材センター

No.168

平成29年3月31日現在
会員数：943名

男性763名 女性180名

とても満足
24.1％

満足　54.9％

普通
13.8％

やや不満　2.1％
不満　0.5％

無回答　4.6％

技術分野
2.4％

技能分野
34.6％

事務分野　4.7％
管理分野
7.9％

渉外分野　1.2％

一般作業分野
38.9％

サービス分野
9.1％

無回答　1.2％

とても良い
35.4％

良い　43.6％

普通
16.9％

やや悪い　1.5％
悪い　1.0％

無回答　1.5％

利用したい
90.8％

決めていない
4.6％

利用したいと思わない　0.0％
無回答
4.6％

公共的団体で
信頼できるから　27.2％

地域の高齢者で
安心だから　15.3％

手軽で利用しやすいから　9.6％

金額が安いから
18.1％

仕事が丁寧だから
14.2％

高齢者の生きがい支援に
なるから　10.5％

他に頼めるところがないから　3.3％
その他　1.3％
無回答　0.7％

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
会
議
室

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
会
議
室

　
毎
月
５
日
、20
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ケ
浦
）

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ケ
浦
）

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
作
業
室

※
そ
の
他
、各
町
会
、マ
ン
シ
ョ
ン
、集
合
住
宅

自
治
会
な
ど
へ
出
張
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
、シ
ル
バ
ー
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
１
、第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
会
議
室

※
入
会
希
望
の
方
は
、シ
ル
バ
ー
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
事
務
局
）

　平成29年３月22日(水)に開催されました、第12回
理事会において、平成29年度「事業計画」「収支予算」が
承認されました。
　主な内容につきまして報告させていただきます。な
お、詳細につきましては６月20日（火）に開催予定の定
時総会で報告いたします。

「事業計画」
　当センターは、平成29年度も引き続き中期基本計画
（平成26年度から平成30年度）に基づき次の４項目を
重点施策として、「自主・自立」「共働・共助」の理念のも
と、高齢者に就業の機会を提供し、生きがいの充実と福
祉の増進を図るとともに、地域社会づくりに寄与すること
を目指して、国の高齢者施策、習志野市が目指す「未来
のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野」
のまちづくり構想、地域の皆様とも緊密に連携しながら、
センター事業を推進してまいります。
①会員の増強
②就業機会の拡大
③安全・適正就業の推進
④運営体制の充実

「収支予算」
　平成29年度収支予算は、国の経済見通し、平成28年
度決算見込み等を踏まえ、収支予算総額を経常収益・
費用それぞれ前年度対比1.3％657万８千円増の５億
778万６千円を計上しました。
①経常収益（収入）
受託事業収益で約430万8千円増、その他、労働者
派遣事業等受託収益と受取補助金等で増を見込み
ました。
②経常費用（支出）
経常収益計と同額を見込み、当期経常増減は、０と
見込んでいます。

（事務局）

入
会
説
明
会（
定
例
）

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売

刃
物
研
ぎ
作
業

書
道
教
室

行
事
予
定

先日の女性交流会で、ギターを弾いてくださった方は８８
歳の女性でした。７５歳から始めて現在も毎日かかさず練習
をしているそうです。

持ち時間は日々失われていく、それが人間の最大の「淋し
さ」だといいます。けれど、事を始めるのに年齢は無いこと
を改めて感じました。老年者の定義を７５歳にする提言がさ
れている今日、各自、健康寿命を延ばす努力をしなければな
りません。

好奇心をいつも持ち続け、体を動かし、頭を使い、バラン
スの取れた食事をし、社会とつながっていく、これらを心掛
けていきたいものです。

「見テ知リソ、知リテ、ナ見ソ（明治の思想家 柳宗悦）」 
（広報部会）

今後も皆様から『川柳』募集いたしますので奮ってご応募
ください。次回（７月号）のお題は次の通りです。【新庁舎】
締め切りは「６月１２日（月）」必着とさせていただきます。

集 記編 後

桜咲き八十路超えても血潮沸く
（吉野和男　屋敷地区）

孫自慢ジジババ笑顔夢が咲く
（ペンネーム　八回転居　大久保地区）

神ってるはやり言葉で夢咲かそ
（西田梓　藤崎地区）

花が咲く娘にまどう親心
（小倉紘　谷津地区）

姥桜老人会でパッと咲く
（宮口克文　袖ヶ浦地区）

センターで一花咲かす御年寄
（橘川義三　鷺沼台地区）

桜咲く、よりも先に席をとり、無礼講の宴も明日怖し
（赤羽　義郎　谷津地区）

今年古稀、木瓜咲く時期はクラス会
（ペンネーム　万年幹事　花咲地区）

花咲くと電報受けた遠い青春
（ペンネーム　いさくどん　谷津地区）

顧客アンケート調査の結果
　平成 28 年度、当センターをご利用いただいた顧客の皆
様の満足度、意向等を把握し、今後のセンター運営の資料
とすることを目的に、平成 26 年度に続き実施いたしました。
　ご協力をいただきました皆様にお礼を申し上げ、調査結果
の一部をご報告させていただきます。

調査期間	 平成 29 年 1月 27日～ 2月 18日
調査対象	 	平成 28 年度顧客の皆様の中から無作為に
	 抽出した300事業所等
調査方法	 	調査票を郵送し、回答票は返信用封筒で回収
回 答 数	 195 件（回答率	65.0％）

Q  当センターをご利用いただいた理由は、どれですか。

当センターをご利用いただいての満足度は、
どうですか。

Q  当センターをご利用いただいた仕事は、どれですか。

Q  会員の仕事の出来栄え又は仕事振りは、どうでしたか。 Q  今後も当センターを利用したいと思いますか。

Q

平成２９年度「事業計画」「収支予算」
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私
の
生
き
が
い

 
〜
生
涯
現
役
〜

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
っ
て
か
ら

い
つ
し
か
16
年
に
な
る
。こ
の
間
は
、

市
民
カ
レ
ッ
ジ
５
期
生
と
し
て
の
交

流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
そ
れ

な
り
に
充
実
し
た
日
々
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
30
周
年
記
念
行
事
や
会

員
互
助
会
行
事
が
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
る
。

設
立
30
周
年
記
念
は
平
成
23
年
に
習

志
野
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
式

典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
さ
ら
に
記

念
樹
と
し
て
屋
敷
近
隣
公
園
に
ジ
ャ

カ
ラ
ン
ダ
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
７
月
頃
に
は
淡
紫
色
の
美
し
い

花
が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

会
員
互
助
会
は
解
散
し
て
か
ら
５
年

位
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
会
員

が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
た
年
頭
の

新
年
親
睦
交
流
会
や
「
し
お
さ
い
」

を
宿
に
盃
と
余
興
を
交
え
た
房
総
の

　

佐
賀
県
は
人
口
80
数
万
人
の
小
都
市
で

す
が
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
伊
万
里
、
有

田
は
日
本
陶
磁
器
発
祥
の
地
と
謳
わ
れ
、

又
、
稲
作
も
佐
賀
を
起
点
と
し
、
米
は
勿

論
、玉
ね
ぎ
、み
か
ん
、特
に
佐
賀
牛
（
伊

万
里
牛
）
は
全
国
的
に
も
そ
の
味
は
知
れ

渡
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
人
の
性
格
は
「
地
味
で
几
帳
面
、

誠
実
」
と
あ
り
ま
す
が
私
に
当
て
は
ま

る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
す
。
地
理

的
に
は
東
京
ま
で
約
900
キ
ロ
と
遠
く
離

れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
半
島
ま
で
は
200
キ

ロ
足
ら
ず
と
近
く
、
当
時
は
中
国
、
朝

鮮
と
の
文
化
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

　

私
の
ふ
る
さ
と
の
東
京
両
国
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
両
国
と
い
う
と
、
夏
の
花
火

大
会
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
一
日
中

人
通
り
が
絶
え
ま
せ

ん
。
舟
か
ら
花
火
を

見
る
人
は
、
ま
だ
明

る
い
内
か
ら
舟
に
乗

り
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ

夜
に
な
る
と
、
隅
田

川
の
何
か
所
か
で
一

斉
に
花
火
が
揚
が
り
、

空
は
一
瞬
花
畑
の
様

に
な
り
、
そ
れ
は
壮

観
で
す
。
私
も
小
さ
い
時
か
ら
見
て
い

ま
す
が
、
そ
の
時
ば
か
り
は
感
動
し
ま

す
。
2
～
3
時
間
の
音
と
色
の
饗
宴
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
そ
の
後
皆

は
暫
く
の
間
、
余
韻
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
お
相
撲
さ

ん
で
す
。
両
国
を
歩
い
て
い
る
と
、
や

互
助
会
旅
行
は
思
い
出
の
一
つ
で
あ

る
。
ま
た
同
好
会
の
活
発
な
自
主
活

動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

今
年
も
毎
月
２
回
の
筆
耕
班
会
議
を

通
じ
て
賞
状
や
宛
名
な
ど
書
き
方
の

原
則
を
研
修
し
な
が
ら
技
能
の
向
上

に
も
努
め
た
い
。

寄
る
年
波
を
感
じ
な
が
ら
も
酉
年
に

ち
な
ん
で
少
し
で
も
羽
ば
た
け
る
1

年
で
あ
り
た
い
。

藤
崎
地
区　

松
下　

嘉
明

い
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
私
の
育
っ
た
村
は
、
海
、
小

高
い
丘
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
所
で
、

当
時
農
作
業
で
飼
っ
て
い
た
馬
に
跨
っ

て
近
所
を
駆
け
回
り
、
ま
た
、
夏
に
は

近
く
の
海
で
遠
泳
を
し
、
後
の
水
泳
競

技
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

唐
津
の
名
勝
の
ひ
と

つ
に
玄
界
灘
の
荒
波

が
造
っ
た
海
の
洞
窟

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
波

に
浸
食
さ
れ
た
洞
窟

は
そ
の
岩
肌
と
、
限
り

な
い
ほ
ど
の
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
色
を
し

た
七
つ
釜
の
絶
景
は

見
る
人
を
飽
き
さ
せ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ふ
る

さ
と
の
仲
間
が
未
だ

に
年
に
一
度
、
東
京
で

集
ま
り
交
流
を
図
っ

て
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

　

他
県
に
比
べ
そ
の
面
積
は
小
さ
く
と

も
「
武
士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け

た
り
」
の
葉
隠
れ
精
神
を
持
っ
た
佐
賀

県
人
気
質
と
固
い
絆
を
誇
り
と
し
、
こ

れ
か
ら
も
「
頑
固
一
徹
」
に
少
々
柔
ら

か
さ
を
加
え
て
生
き
抜
く
所
存
で
す
。

た
ら
に
お
相
撲
さ
ん
に
出
会
い
ま
す
。

相
撲
部
屋
が
沢
山
あ
る
か
ら
で
す
。
町

内
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
、
中
で
も
餅
つ
き
大
会
は
圧
巻
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
お
餅
を
つ
き
上
げ
て

し
ま
い
ま
す
。
相
撲
部
屋
と
言
う
と
、

稽
古
の
後
の
「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」
で
す
が
、

国
技
館
界
隈
で
は
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
出
す

店
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
誰
で
も
気
軽

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

又
、
暮
れ
に
な
る
と
、
元
禄
時
代
の

赤
穂
浪
士
討
入
り
で
有
名
な
本
所
松
坂

町
吉
良
邸
屋
敷
跡
の
一
部
が
今
で
も
公

園
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
毎
年
吉
良
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
因
ん

で
町
内
の
人
々
が
元
禄
市
を
催
し
、
お

そ
ば
、
お
し
る
こ
な
ど
の
出
店
で
賑
わ

い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
両
国
は
、
歴
史
の
あ
る
行

事
や
相
撲
な
ど
が
あ
る
楽
し
い
町
で
す
。

私の
ふるさと紹介

佐
賀
県
伊
万
里
市

谷
津
地
区
　
西
田 

勝
馬

東
京
両
国

新
栄
地
区
　
田
川 

紘
一

鷺
沼
に
あ
る
跨
線
橋
（
さ
ぎ
ぬ
ま

ひ
が
し
こ
せ
ん
き
ょ
う
）
は
春
先
か

ら
夏
に
か
け
て
の
時
期
、
人
が
普
段

よ
り
集
ま
る
よ
う
だ
。
電
車
を
幼
児

に
見
せ
て
遊
ば
せ
る
親
達
。
又
、
鉄

道
フ
ァ
ン
か
、
カ
メ
ラ
を
据
え
付
け

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
気
長
に

待
つ
学
生
や
大
人
達
も
。

私
も
茜
浜
方
面
に
行
く
時
は
近
道

な
の
で
こ
の
跨
線
橋
を
自
転
車
で
通

る
が
、
こ
の
上
か
ら
の
約

120
度
の

ワ
イ
ド
な
風
景
は
ち
ょ
っ
と
し
た
も

の
。
津
田
沼
方
面
か
ら
メ
ッ
セ
の
高

層
ビ
ル
群
迄
の
間
に
低
く
て
平
ら
な

街
並
み
が
拡
が
り
、
そ
の
先
に
は
見

え
な
い
が
東
京
湾
が
。
又
、
都
心
の

方
向
に
は
天
気
次
第
で
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
、
稀
に
そ
の
遠
方
の
富
士
が

望
め
る
幸
運
な
日
も
あ
る
。

初
夏
か
ら
真
夏
に
掛
け
て
付
近
の

畑
で
野
菜
の
直
売
も
あ
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
コ
ー
ス
に

加
え
て
見
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

但
し
直
売
は
早
朝
で
す
の
で
ご
注
意

を
。 

広
報
部
会


